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良
き
辰
年
を
願
い
―
。

　

本
年
も
、
小
正
月
の
恒
例
行
事
と
し
て
１
月

14
日
（
日
）
に
自
治
会
館
グ
ラ
ン
ド
で
「
ど
ん

ど
焼
き
」
が
お
ご
そ
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
３
面
に
掲
載
）

　

そ
も
そ
も
「
ど
ん
ど
焼
き
」
と
は
、
お
正
月

に
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
飾
っ
て
い
た
お
飾
り
や
門

松
、
書
き
初
め
や
お
札
、
お
守
り
な
ど
を
、
神

社
や
広
場
な
ど
に
持
ち
寄
っ
て
燃
や
す
地
域
の

伝
統
行
事
で
、
地
域
に
よ
っ
て
呼
び
方
は
様
々
、

燃
や
す
モ
ノ
も
ま
た
様
々
で
す
。
で
も
、
目
的

は
ど
こ
も
同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
縁
起
物
を
燃

や
し
、
五
穀
豊
穣
、
商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
、

無
病
息
災
を
願
う
も
の
。
一
説
に
は
、
お
正
月

に
お
迎
え
し
た
神
々
を
、
正
月
飾
り
を
燃
や
す

こ
と
で
煙
と
し
、
天
へ
お
送
り
す
る
と
い
う
、

お
盆
の
「
送
り
火
」
行
事
に
も
似
た
意
味
も
あ

る
そ
う
で
す
。

　

正
月
早
々
、
今
年
は
能
登
半
島
で
甚
大
な
地

震
災
害
が
発
生
し
、
一
月
を
経
過
し
た
今
で
も

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
復
旧
し
て
い
な
い
地
域
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
平
和
な
日
常
が
当
た
り
前
で
な

い
時
代
。
こ
れ
以
上
の
不
幸
が
お
き
な
い
辰
年

に
な
り
ま
す
よ
う
―
。

今年も元気で健康に暮らせますように…。
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８
回
目
と
な
る
自
治
会
館
建
設
委

員
会
が
、
１
月
24
日
（
水
）
午
後
７

時
か
ら
自
治
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
町
担
当
者
や
設
計
業
者
か
ら
新

自
治
会
館
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
河
野
禎
司
建
設
委

員
長
は
、「
令
和
２
年
12
月
に
委
員

委
嘱
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
丸
３
年

経
過
し
た
。
そ
の
間
、
委
員
の
皆
様

に
は
お
仕
事
で
お
忙
し
い
中
、
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
き
、
何
回
も
会
合

に
参
加
さ
れ
、
貴
重
な
意
見
を
い
た

第
８
回
自
治
会
館
建
設
委
員
会
を
開
催

新自治会館及び周辺施設の完成予想図

ホール横の収納庫は外から
の出入りも可能

外からの利用が可能なバリ
アフリートイレ

倉庫前の増設屋根は補強し
てそのまま使用

現自治会館の跡地は舗装
仕上げ

井戸は埋めず、マン
ホール蓋を設置

外壁等の色彩は今後の協議に
より変更なる可能性あり

講堂解体後は駐車スペースと
して利用、フェンスも設置

令和８年３月時点

だ
い
た
。
お
蔭
様
で
こ
の
度
、
最

終
図
面
が
出
来
上
が
っ
た
。
町
役

場
、
設
計
会
社
の
方
々
、
我
々
に
寄

り
添
っ
て
計
画
を
進
め
て
い
た
だ
い

た
。
お
蔭
様
で
間
取
り
や
周
辺
設
備

な
ど
、
我
々
の
ほ
ぼ
思
い
通
り
の
新

自
治
会
館
に
な
り
そ
う
で
、
感
謝
を

申
し
上
げ
た
い
。

　

話
は
変
わ
る
が
「
道
の
駅
せ
せ
ら

ぎ
」
施
設
が
話
題
に
な
っ
た
時
の
こ

と
。「
今
か
ら
も
う
道
の
駅
は
い
ら

な
い
」
と
い
う
声
が
当
時
あ
っ
た
。

今
だ
か
ら
こ
そ
生
か
せ
る
施
設
が
あ

る
と
説
得
し
、
話
し
合
い
な
が
ら
当

時
の
理
事
者
の
温
か
い
想
い
の
中
で

造
ら
れ
た
。
い
ま
、
あ
の
せ
せ
ら
ぎ

が
な
か
っ
た
ら
、
旧
小
田
町
の
賑
わ

い
は
止
ま
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
立

石
の
人
口
は
、
今
後
も
っ
と
減
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
新
し
い
自
治
会
館

を
、
色
々
な
会
合
で
使
い
勝
手
の
よ

い
施
設
と
し
て
、
み
ん
な
が
精
い
っ

ぱ
い
使
用
し
、「
立
石
が
小
田
地
域

で
一
番
元
気
な
集
落
だ
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
で
あ
る
。」

と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
以
下
に
示
す
完
成
予
想

図
に
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
現
存
す
る
井
戸
の
活

用
や
、
事
務
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、

ホ
ー
ル
横
倉
庫
の
外
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
、
既
存
の
倉
庫
前
の
屋
根
、
移
動

式
舞
台
の
仕
様
な
ど
多
く
の
質
問
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、周
辺
施
設
の
整
備
と
し
て
、

景
観
を
損
ね
る
プ
ー
ル
防
水
シ
ー
ト

の
撤
去
や
、
東
屋
移
設
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
将
来
に
お

い
て
安
心
し
て
活
動
で
き
る
自
治
会

館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
熱
心
に
話

し
合
い
が
進
み
ま
し
た
。

　

新
自
治
会
館
の
建
設
予
算
は
令
和

６
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
に
計
上

さ
れ
る
予
定
で
、
６
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
講
堂
の
撤

去
は
、
順
調
に
い
け
ば
令
和
７
年
度

中
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

＝
令
和
６
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
＝
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新しくできた
「内子町緊急除雪作業報償金支給制度」について
　内子町では、令和 4 年 12 月末の異常降雪での経験などを踏まえ、この冬より、異常降雪による集落の孤立
など緊急時において、自主的に除雪作業を行って頂いた団体等に対し、報償金を支給する制度を始めました。

１．支給対象となる除雪（以下の要件を全て満たすこと）
　（１）自治会等の区域内で住民が自主的に実施する除雪作業であること。
　（２）除雪が可能な車両、機械等を使用した機械除雪作業であること。
　（３）次のいずれかの道路及び区間の除雪であること。
      ア 町道のうち、日常生活のために利用されている区間
      イ 内子町公共事業分担金徴収条例施行規則の別表第１及び別表第２に記載
          されている農道又は林道のうち、日常生活のために利用されている区間
      ウ その他町長が特に必要と認めた道路及び区間
　（４）車道上の積雪深がおおむね 10 センチメートル以上であること。
　（５）除雪延長がおおむね 50 メートル以上であること。
２．支給対象団体等
　（１）自治会又は行政区
　（２）その他町長が特に必要と認めた任意団体又は個人
３．報奨金の額
　　報償金の額は、実作業時間１時間につき 4,000 円です。（実作業時間に１時間未満の端数を生じたときは、
　その端数が 30 分以上のときは１時間とし、30 分未満のときは切り捨てます。）
４．作業中の事故等について
　　除雪作業はスリップなどの危険が伴います。万が一、事故等が発生した場合には、作業された団体等が責任
　を負うことになるので、安全を確保した装備や体制を整え、決して危険な作業は行わないようお願いします。
５．除雪作業実施後の必要書類の提出
　作業後速やかに（1）～（4）を建設デザイン課へ提出
　（１）内子町緊急除雪作業報償金支給申請書兼実績報告書
　（２）位置図（作業した路線及び範囲が分かる地図又は見取り図等 )
　（３）除雪前、除雪後の状況が分かる写真
　（４）使用した車両、機械等が分かる作業中の写真
　※申請書は、内子町役場 建設デザイン課、小田支所、小田自治センターに備え付けてあります。

　＝詳しくは建設デザイン課管理係へ（0893-44-6157 直通）＝

《令和 4 年 12 月末の大雪》

晴天のもと新春恒例のどんど焼き
　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
14
日

（
日
）。
自
治
会
館
の
グ
ラ
ン
ド
で
は

新
春
恒
例
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
開

催
さ
れ
、
天
気
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
20
人
を
超
す
会
員
が
正
月
飾

り
を
手
に
集
い
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
竹
で
組
ま
れ
た
大
き

な
櫓
に
河
野
禎
司
自
治
会
長
に
よ
っ

て
火
が
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
竹
串
に
餅
を
刺

し
、
正
月
飾
り
の
残
り
火
で
炙
っ
て

食
べ
ま
し
た
。
平
穏
で
幸
せ
な
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
願
い
つ
つ
―
。



日 月 火 水 木 金 土

11 建国記念の日 12 振替休日 13 14 15 16 17
◆小田地区青少
年剣道大会 / 小
田小中学校体育
館

◆行政相談 / 小
田自治センター

（9:30~）

燃えるゴミ ビン・ペット外 燃えるゴミ

◆内子町社会福
祉大会 / 共生館
(13:00~)

18 19 20 21 22 23 天皇誕生日 24
◆ 内 子 消 防 出 初
式 / 内子運動公園

（雨天時 : 文化交流
センタースバル）

燃えるゴミ 燃えないゴミ 燃えるゴミ

25 26 27 28 29 3/1 ２
■小田地区卓球
大会 / 城の台体
育館

燃えるゴミ 燃えるゴミ

◆内子町人権同
和教育研究大会
/ 文化交流セン
タースバル

（9:00~12:00）

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

燃えるゴミ

■班長会 (19:30~)

古紙 燃えるゴミ

10 11 12 13 14 15 16
◆人権・行政相
談 / 小田自治セ
ンター（9:30~）

燃えるゴミ 空き缶 燃えるゴミ

■…自治会、立石地区の行事　◆…小田地区、町の行事

２月 11日（日）～３月 16日（土）

●人のうごき（R6.2.1 現在）

    世帯数   85 世帯（0）
    人　口　154 人   （△ 1）
　     男　     68 人   （△ 1）
　     女 　    86 人   （0）

 （）…前月比

●自治会館等掃除当番
 　　２月　天神下
 　　３月　天神・上成

編

集

幸

記

４
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暮らしの情報カレンダー
各団体の行事予定をはじめ、楽しい
話題、珍しい野菜や果物、面白い出
来事―。なんでも結構です。広報部
までどしどしお寄せください。

　

今
年
の
冬
は
や
は
り
温
暖
な
の

か
？
と
思
い
き
や
、
１
月
末
に
大
寒

波
襲
来
！　

道
路
や
交
通
機
関
は
突

然
の
大
雪
で
大
混
乱
で
し
た
。
そ
ん

な
中
、
や
は
り
気
に
な
る
の
は
苦
し

い
毎
日
を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
能

登
半
島
の
方
々
―
。
一
日
で
も
早
い

復
旧
と
、
心
休
ま
る
生
活
の
場
の
再

建
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
分
が
で
き
る
復
旧
・
復
興
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
じ
っ
く
り
考
え
て
み

た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
（
敦
）

町県民税・国保税申告相談会
【小田自治センター】（9:30~12:00、13:00~16:00）

町県民税・国保税申告相談会
【小田自治センター】（9:30~12:00、13:00~16:00）

　
　
　

寄
付
の
お
礼

　

こ
の
た
び
、亀
岡
康
平
さ
ん
（
中

組
）
よ
り
、
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

自
治
会
活
動
で
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


